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です！
私は地域の歴史と自然に学び、

世界の平和・人類と
自然の共生に貢献できる！

琉大生の約10人に6人が

と感じています。
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Q. どんな大学？

Q. 自分をレベルアップできますか？ 入学時点と比べて、自分の能力や知識が増えたと感じる学生の割合

Q. 力をいれているのは？
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自分自身が掲げる目標の達成に向けて、
自律的に学習し行動することができる。自律性

市民として社会の規範やルールを理解し倫
理性を身に着け、多様な人々と協調・協働
して行動できる。社会性

地域の歴史と自然に学び、世界の平和及
び人類と自然の共生に貢献することがで
きる。地域・国際性

言語（日本語と外国語）とシンボルを用いて
コミュニケーションを行い、自分の考えや意
思を明確に表現することができる。コミュニケーションスキル

幅広い分野の情報や知識を多様なチャンネル
から収集し、適切に理解したうえで取捨選択
し、活用することができる。情報リテラシー

批判的・論理的に思考するとともに、これ
までに獲得した知識や経験等を統合して問
題を解決することができる。問題解決力

専攻する学問分野における思考法、スキ
ル、知識等を体系的に身に着け活用する
ことができる。専門性
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